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数を7とすると,表面流の運動方程式 (ナヴィエス トー クス equation)は,
av


















行(意 +芝 )vz-芸 +pg･三豊 (8)



















































0- Jo vz(a ,Z) d x
去 (pg･豊 )I.損 )(x2-2xb(Z))dx
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bl~2(b3+ E3) 一 芸 Jdz
を得る｡ここで左辺の積分を関数 zl(A,I)として書くと,
恥 db
~` ､ Jb bZ~2(b3+E3)
で表わされる. Ilの具体的な形は表 1に示す.






2 忘 】ogZ'b3+iCc'3 [+嘉 (arctan岩 一言iT)




ているから, (37)式で決められる膜厚Aと液の高さZとの関係は, Z-zoで j･-- となる
ことを示している｡すなわち,zoは表面流が逼い昇ってくる下部の液体水平面の高さを表 し
ている｡

















































































-- となるので Ilの定義式 (36)をっかうと
- db
Jl(b･ I)--∫



































































































































A.ln 落 下 時 刻 一滴の滴下時間 保温水の温度
10mm′ 9時39分43秒10: 7:10ll 4 082 1 73 04 2 2 ~5 8 57分27秒6:58398 19 05 17.9℃
20mm 10:17:53 2時間3分45秒:8:01 24 18.9OC








him 落 下 時 刻 一滴の落下時間 保温水の温度








him 落 下 時 刻 一滴の滴下時間 保温水の温度
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